
活動報告 

団 体 名 一般社団法人清川しっぽ村運営委員会 

活 動 名 熊本地震で被災した飼い主さんと被災犬猫の為の支援活動 

活動期間 2016年 9月～2017年 3月 

活動の成果 

多くのボランティアや被災された方々のお力により、復興の兆しが見え始めてい

る西原村ですが、内陸型の地震であったことから、住宅再建が追いついていない

現状があります。  

犬猫たちも未だ、飼い主さまと離れ離れに暮らさざるを得ない現状が続いており

ます。  

この度、ボラサポ九州第二次の助成を受けることで、そのような犬猫たちの一時

預かりや、見回りを継続することが出来ました。  

そして、飼い主さまも安全な避難生活を継続することが出来ております。  

『西原しっぽ村』では、連日飼い主さまのご面会があり、ペットたちと触れ合うこ

とで、癒しの時間を過ごされていかれます。その表情は本当に穏やかで、皆さまよ

りありがたい感謝のお言葉を頂いております。 

寄付者への 

メッセージ 

熊本地震発災より 1年が経過し、被災した地域にも笑顔が戻ってきています。  

『西原しっぽ村』の隣には中学校があり、毎日子供たちの元気な声が聞こえてお

ります。  

災害時には人命が第一に考えられますが、皆さまのご理解と貴重なご寄付により、

多くの犬猫たちが震災前と同じように、野生動物などの危害に怯えることのない

あたたかい建物の中で、飢えや渇きに苦しむことなく、適切な医療を施すことも

出来る環境を整え、その中で生きることが出来ております。  

そして、飼い主さまも安心して安全な避難生活を継続することが出来ました。  

又、震災後に共に暮らせなくなってしまったペットたち約 90 頭の犬猫に、新し

いご家族を見つけることも出来ました。  

『西原しっぽ村』には、新しいご家族さまより犬猫たちの様子を綴った嬉しいお

便りが日々届いております。初めこそ緊張して環境に馴れるには時間を要する犬

猫もおりますが、しばらくすると、皆さまのあたたかいお気持ちに支えられ、とて

も穏やかな表情で安心して暮らしている様子が見られています。  

このように人と犬猫たちが再び幸せに暮らすことが出来ているのも、この度の助

成のお陰です。  

今後、現在の建物は 5月に取り壊し予定となっているため、『西原しっぽ村』を継

続するには、新たな場所のご提供を待たなくてはなりませんが、一日でも長く、人

と犬猫の安全な生活を守れるように、犬猫保護団体として出来ることをさせて頂

く所存でございます。  

人と人とが手を取り合うことで、大きな災害を乗り越えてきた熊本に、今後より

一層、人と動物たちにとって暮らしやすい社会が作られていきますようにと祈っ

ております。  

どうか今後とも、皆さまの応援をよろしくお願い申し上げます 

 

 

  



 

（活動のようす） 

 


